に 寂び を 尊んだ と 云 ふこと である。 芭蕉 も 今日に 生れ 

たと すれば、 やはり 本文 は 九 ポイントに すると か、 表 

紙の 布 は 木綿に すると か、 考案 を 凝らした ことで あら 

う。 或は 又 ウィリアム . モリスの やうに、 ぺ エト ロン 

杉 風と も 相談の 上に、 Typography に 新 意 を 出した か 

も 知れぬ。 

三 自釈 

苗 蕉は北 枝との 問答の 中に、 「我 句 を 人に 説く は 我 

頰 がまち を 人に 云が ごとし」 と 作品の 自釈を 却け て 



にも はっきり わかる もので はない。 いつも 自作に 自釈 

を 加へ るバ アナ アド . ショウの 心 もち は 芭蕉 も 亦 多少 

は 同感だった であらう。 

四 詩人 

「俳諧な ども 生涯の 道の 草に して めんどうな ものな 

リ」 と は 芭蕉の 惟然に 語った 言葉で ある。 その他 俳諧 

を 軽んじた 口吻 は 時々 門人に 洩らした らしい。 これ は 

人生 を大 夢と 信じた 世捨 人の 芭蕉に は 寧ろ 当然の 言葉 

である。 



事、 あだに 聞かん は 無念の 次第 也。 動かざる こと、 大 

山の ごとしと 申せば 師 起き 上りて 曰、 此 暁の 一 字 聞き 

とどけ 侍りて、 愚老が 満足 かぎりなし。 此句 はじめは 

須 磨の 鼠の 舟き しるお と 

と 案じけ る 時、 前 句に 声の 字 有て、 音の 字なら ず、 

依て 作り かへ たり、 須 磨の 鼠とまで は 気 を 廻し 侍れ 

のた ま 

ども、 一 句 連続せ ざると 宣 へり。 予が 云、 是須 磨の 鼠 

より はるかに まされり。 (中略) 暁の 一 字つ よき こと、 

たと へ 侍る ものな しと 申せば、 師 もうれ しく 思 はれけ 

きき 

ん、 これほどに 聞て くれる 人な し、 唯予が 口より いひ 

出せば、 肝 をつ ぶした る 顔の みに て、 善悪の 差別 もな 



く、 鮒の 泥に 酔た る ごとし、 其夜此 句した る 時、 一 座 

の もの どもに 我 遅参の 罪 ありと 云へ ども、 此句 にて 腹 

を 医せ よと 自慢せ しと 宣ひ 侍る。」 

知己に 対する 感激、 流 俗に 対する 軽蔑、 芸術に 対す 

る 情熱、 —— 詩人た る 芭蕉の 面目 はあり ありと この 逸 

話に 露 はれて ゐる。 殊に 「この 句に て 腹 を 医せ よ」 と 

しばらく 

大気 焰を 挙げた 勢 ひに は、 II 世 捨人は 少時 問 はぬ。 

敬虔なる 今日の 批評家 さへ 辟易し なければ 幸福で ある。 

「翁 凡 兆に 告て 曰、 一 世のう ち 秀逸 三 五 あらん 人 は 作 

者、 十 句に 及ぶ 人 は 名人な り。」 

名人 さへ 一生 を 消磨した 後、 十 句し か 得られぬ と 云 



ふこと になる と、 俳諧 も 亦 閑 事業で はない。 しかも 芭 

蓮の 説に よれば、 つまり は 「生涯の 道の 草」 である！ 

「十 一 日。 朝 またまた 時雨す。 思 ひがけな く 東武の 

其 角 来る。 (中略) すぐに 病床に まゐ りて、 皮 骨 連立し 

たま ひたる 体 を 見 まゐら せて、 且愁 ひ、 且悦 ぶ。 師も 

見やりた まひた るまでに て、 ただただ 涙ぐみた まふ。 

(中略) 

鬮 とりて 菜 飯た たかす 夜伽 かな 木 節 

みのむし 

皆 子な リ蓑虫 寒く 鳴きつ くす 乙 州 

うづく まる 薬の もとの 寒さ かな 丈艸 

ふ きゐ しぐれ 

吹 井より 鶴 を まねかん 初 時雨 其 角 



ゐ おん , ちゃう さう 

一 々惟 然吟 声し ければ、 師丈艸 が 句 を 今一 度と 望 

みたま ひて、 丈艸 でかされたり、 いつ 聞いても さびし 

をり 整 ひたり、 面白し 面白し と、 し は 嗄れし 声 もて 讃 

めた まひに けり。」 

これ は 芭蕉の 示 寂 前 一日に 起った 出来事で ある。 芭 

蕉の 俳諧に 執す る 心 は 死よりも なほ 強かった らしい。 

もし あらゆる 執着に 罪障 を 見出した 謡曲の 作者に この 

一 段 を 語った とすれば、 芭蕉 は 必ず 行脚の 僧に 地獄の 

苦 艱を訴 へる 後 ジテの 役 を 与 へられた であらう。 

かう 云 ふ 情熱 を世捨 人に 見る の は 矛盾と 云へば 矛盾 

である。 しかし これ は 矛盾に もせよ、 たまたま 芭蕉の 



天才 を 物語る もので はないで あらう か？ ゲェテ は 詩 

作 をして ゐる 時には Daemon に 憑かれて ゐ ると 云つ 

ほんろう 

た。 芭蕉 も 亦世捨 人になる に は 余りに 詩 魔の 翻弄 を 

蒙って ゐ たので はないで あらう か？ つまり 芭蕉の 

中の 詩人 は 芭蕉の 中の 世捨 人よりも 力強かった ので は 

ないで あらう か？ 

僕 は世捨 人に なり 了せ なかった 芭蕉の 矛盾 を 愛して 

ゐる。 同時に 又 その 矛盾の 大きかった こと も 愛して ゐ 

ふかく さ げんせい 

る。 さもなければ 深 草 の 元 政な どに も 同じ やうに 敬意 

を 表した かも 知れぬ。 



いろいろの 喜劇 も 起った かも 知れぬ。 しかし これ は 

「芭蕉 自身の 明日」 を 指した 言葉で あらう。 と 云 ふの 

はつ まり 五六 年 も 経れば、 芭蕉 自身の 俳諧 は 一 変化す 

ると 云 ふ 意味で あらう。 或は 又 既に 公，' にした の は 

僅々 三 合の 俳諧に 過ぎぬ、 残りの 七 合の 俳諧 は 芭蕉 自 

身の 胸中に 横 はって ゐ ると 云 ふ 意味で あらう。 すると 

芭蕉 以外の 人に は 五六 年 は 勿論、 三百 年た つても、 一 

変化す る こと は 出来ぬ かも 知れぬ。 七 合の 俳諧 も 同じ 

みだり ばいぼく 

ことで ある。 苗蕉は 妄 に 街頭の 売卜 先生 を 真似る 人 

ではない。 けれども 絶えず 芭蕉 自身の 進歩 を 感じて ゐ 

たこと は 確かで ある。 僕 はかう B じて 疑った こと 



はない。 

六 俗語 

しばしば 

芭蕉 は その 俳諧の 中に 屢 俗語 を 用 ひて ゐる。 たと 

へば 下の句に 徴す るが 好い。 

せ ば 

洗 馬に て 

つ ゆ わたくし あめ 

梅雨 ばれの 私 雨 や 雲ち ぎれ 

「梅雨 ばれ」 と 云 ひ、 「私 雨」 と 云 ひ、 「雲ち ぎれ」 と 

云 ひ、 悉 俗語なら ぬ はない。 しかも 一句の 客 情 は 

無限の 寂しみ に 溢れて ゐる。 (成程 かう 書いて 見る と、 



不世出の 天才 を 褒め 揚げる ほど 手数の かからぬ 仕事 は 

ない。 殊に 何び とも 異論 を唱 へぬ 古典的 天才 を 褒め 楊 

まいきょ 

げ るの は！) かう 云 ふ 例 は 芭蕉の 句 中、 枚挙に 堪 へぬ 

と 云っても 好い。 芭蕉の みづ から 「俳諧の 益 は 俗語 を 

正すな リ」 と 傲 語した の も 当然の ことと 云 はなければ 

ならぬ。 「正す」 と は 文法の 教師の やうに 語格 や 仮名 

れいく わつ 

遣 ひ を 正す ので はない。 霊活に 語感 を捉 へた 上、 俗 

語に 魂 を 与へ る ことで ある。 

「じだらくに 居れば 涼しき 夕 かな。 宗次。 猿み の 撰 

の 時、 宗次 今一 句の 入 集 を 願 ひて 数 句吟じ 侍れ ど 取べ 

き 句な し。 一 夕、 翁の 側 に 侍 りけ るに、 いざくつ ろ 



ぎ 給へ、 我 も 臥なん と宣 ふ。 御 ゆるし 候へ、 じだらく 

に 居れば 涼しく 侍る と 申しければ、 翁 曰、 これ こそ 発 

句 なれと て、 今の 句に 作 て 入 集せ させ 給 ひけり。」 (小 

宫豊隆 氏 はこの 逸話に 興味の ある 解釈 を 加へ てゐ る。 

同氏の 芭蕉 研究 を 参照す るが 好い。) 

この 時 使 はれた 「じだらくに」 はもう 単純なる 俗語 

ではない。 紅毛人の 言葉 を 借りれば、 芭蕉の 情調の ト 

レモ 口 を 如実に 表現した 詩語で ある。 これ を 更に 云 ひ 

直せば、 芭蕉の 俗語 を 用 ひたの は 俗語た るが 故に 用 ひ 

たので はない。 詩語たり 得る が 故に 用 ひたので ある。 

すると 芭蕉 は 詩語たり 得る 限り、 漢語た ると 雅語た る 



大力 量 も 窺 はれる こと は 事実で ある。 成程 談 林の 諸 

俳人 は、 —— いや、 き 丹の 鬼 貫 さへ 芭蕉よりも 一 足 先 

に 俗語 を 使って ゐた かも 知れぬ。 けれども 所謂 平談俗 

話に 鍊金術 を 施 したの は 正に 芭蕉の 大手 柄で ある。 

しかし この 著しい 特色 は 同時に 又 俳諧に 対する 誤解 

を 生む ことに もな つたら しい。 その 一 つ は 俳諧 を 解し 

易い とした 誤解で あり、 その 二つ は 俳諧 を 作り 易い と 

した 誤解で ある。 俳諧の 月並みに 堕した の は、 II そ 

んな こと は 今更 弁ぜず とも 好い。 月並みの 喜劇 は 「芭 

蕉 雑談」 の 中に 子規 居士 も 既に 指摘して ゐる。 唯 芭蕉 

の 使った 俗語の 精彩 を 帯びて ゐ たこと だけ は 今日 もな 



芭蕉の 俳諧の 特色の 一 つ は 目に 訴 へる 美し さと 耳に 

訴 へる 美し さとの 微妙に 融け 合った 美し さで ある。 西 

洋 人の 言葉 を 借りれば、 言葉の Formal element と 

Musical element と の 融合 の 上に 独特 の 妙の ある こと 

である。 これ だけ は 蕪 村の 大手 腕 も畢に 追随 出来な か 

しち さと-つ 

つたら しい。 下に 挙げる の は 几董の 編した 蕪 村 句集に 

載って ゐる 春雨の 句の 全部で ある。 

春雨 や も のかたり ゆく 蓑と 笠 

春雨 や 暮れなん としてけ ふ も あり 

柴漬ゃ 沈み もやら で 春の 雨 

春雨 や いざよ ふ 月の 海 半ば 



る。 ェ ボスに 詩 を 発した 西洋人 はこの 「有声の 画」 の 

上に も 邪道の 貼り札 をす るか も 知れぬ。 しかし 

ハル カニシ ルグン サイ ノョ トウ セッ ショウ チクヲ フゥズ トキ 二 サン ソ ウノ キ タル ァリ 

「遙知 郡 斎 夜 凍 雪 封 松 竹 時 有 山 僧 来 

懸燈 独自 宿」 は 宛然た る J 幀の 南画で ある。 又 「蔵 

並ぶ 裏 は 燕の かよ ひ 道」 もお のづ から 浮世絵の 一 枚ら 

しい。 この 画 趣 を 表 はすのに 自在の 手腕 を 持って ゐた 

の もや はり 芭蕉の 俳諧に 見の がされぬ 特色の 一 つで あ 

る。 

涼し さやす ぐに 野 松の 枝の なり 

るで つ まど 

夕顔 や 酔て 顔 出す 窓の 穴 

やまがつ む ぐら 

山賤 のおと がひ閉 づる潷 かな 



第一 は 純然たる 風景画で ある。 第二 は 点景 人物 を 加 

へた 風景画で ある。 第三 は 純然たる 人物画で ある。 こ 

の 芭蕉の 三 様の 画 趣 は いづれ も 気品の 低い もので はな 

い。 殊に 「山賤 の」 は 「おとが ひ閉づ る」 に 気味の 悪 

い 大きさ を 表 はして ゐる。 かう 云 ふ 画 趣 を 表現す る こ 

と は 蕪 村 さへ 数 歩 を 遜らなければ ならぬ。 (度た び 引 

合 ひに 出される の は 蕪 村の 為に 気の毒で ある。 が、 こ 

れも 芭蕉 以後の 巨匠だった 因果と 思 はなければ なら 

ぬ。) のみならず 最も 蕪 村ら しい 大和 画の 趣 を 表 はす 

時に も、 芭蕉 はや はり 楽々 と 蕪 村に 負けぬ 効果 を 収め 

てゐ る。 



ちまき 

粽 ゆ ふ 片手に はさむ ひた ひ 髪 

芭蕉 自身 はこの 句の こと を 「物語の 体」 と 称した さ 

うで ある。 

十 衆 道 

芭蕉 もシェ クスピ ィァゃ ミケル . アンジェロの やう 

に 衆 道 を 好んだ と 云 はれて ゐる。 この 談は必 しも 架 

お ほ 力 力み 

空で はない。 元禄 は 井原西鶴の 大鑑 を 生んだ 時代で 

ぷん たう ちぎ 

ある。 芭蕉 も 亦 或は 時代と 共に 分 桃の 契り を 愛した か 

も 知れない。 現に 又 「我 も 昔 は 衆 道 好きの ひが 耳に や」 



つたと すれば、 何も 特に 「昔 は」 と 断る 必要 もない 害 

である。 しかも 芭蕉 は 「貝お ほひ」 を 出した 寛 文 十 一 

年の 正月に もやつ と 二十 九 歳だった の を 思 ふと、 昔と 

云 ふの も 「春の 目 ざめ」 以後 数年の 間 を 指して ゐ るで 

あらう。 かう 云 ふ 年頃の Homo-Sexuality は 格別 珍ら 

しい ことで はない。 二十世紀に 生れた 我々 さへ、 少時 

の 性慾 生活 を ふり 返って 見れば、 大抵 一度 は 美少年に 

恍惚と した 記憶 を蓄 へて ゐる。 況ゃ 門人の 杜 国との 

間に 同性愛の あつたな どと 云 ふ 説 は 畢竟 小説と 云 ふ 

外 はない。 



十 一 海 彼岸の 文学 

「或 禅僧、 詩の 事 を 尋ねられ しに、 翁 曰、 詩の 事 は 

いんし そだう 

隠士 素 堂と 云 ふ もの 此 道に 深き すきもの にて、 人の 名 

を 知れるな リ。 かれ 常に 云 ふ、 詩 は 隠者の 詩、 風雅に 

てよ ろし。」 

せいしう とふ 

「正秀 問、 古今 集に 空に 知られぬ 雪ぞ 降りけ る、 人に 

知られぬ 花や 咲く らん、 春に 知られぬ 花ぞ 咲くなる、 

一 集に この 三 首 を 撰す。 一 集 一作 者に かやう の 事例 

つら-ゆき 

あるに や。 翁 曰、 貫 之の 好める 言葉と 見えたり。 かや 

うの 事 は 今の 人の 嫌 ふべき を、 昔 は 嫌 はずと 見えたり。 



の 梅 さへ 過ぐ るに 万歳 殿の 来ぬ 事よ と 京な つかしき 

詠 や 侍らん。 翁此 返辞に 其 事と はなくて、 去年の 

水無月 五条 あたり を 通り 候に、 あやしの 軒に 看板 を懸 

けて、 はくらんの 妙薬 ありと 記す。 伴 ふ どち 可笑し 

がりて、 くわく らん (霍乱) の 薬なる べしと 嘲笑 ひ 候 

やみ 

まま、 それがし 答へ 候 ははく らん (博覧) 病が 買 ひ 候 

はんと 申しき。」 

これ は 一 門 皆 学者だった 博覧 多識の 去来に は徳 山の 

棒よりも 手痛かった であらう。 (去来 は 儒 医 二道に 通 

じた 上、 「乾坤 弁 説」 の 翻訳 さへ 出した 向井 霊 蘭 を 父に 

持ち、 名医 元 端 や 大儒 元 成 を 兄弟に 持って ゐた 人で あ 



る。) なほ 又 次 手に 一 言 すれば、 芭蕉 は 一 面 理智の 鋭い、 

悪辣 を 極めた 諷刺 家で ある。 「はくらん 病が 買 ひ 候 は 

てきび とうぶ 

ん」 も 手厳しい に は 違 ひない。 が、 「東武 の 会に 盆 を 

しゃくけ う らんせ つ 

釈教 とせず、 嵐 雪是を 難ず。 翁 曰、 盆 を釈教 とせば 正 

しんぎ 

月 は 神祇なる かとな リ。」 —— かう 云 ふ 逸話 も 残って 

しばしば 

ゐる。 兎に角 芭蕉の 口の 悪い のに は 屡 門人た ち も 悩 

まされた らしい。 唯 幸 ひに この 諷剌家 は 今 を距る こと 

二百 年ば かり 前に 腸 加 答 児 か 何 かの 為に 往生した。 さ 

もなければ 僕の 「芭蕉 雑記」 など も 定めし 得意の 毒舌 

の 先にさん ざん 飜 弄された ことで あらう。 

芭蕉 の 海 彼岸 の 文学に 余リ 通じ てゐ なかった こと は 



ぬ 人 は 心の はこび をえ こそ 聞く まじ けれ。 是は 筵の 

一 字 を 入れて 家に 飼 ひたる さま あらんと な リ。」 

ちゃうけい しふ さ が 

白 楽天の 長慶集 は 「嵯峨 日記」 にも 掲げられた 芭蕉 

の 愛読書の 一 つで ある。 かう 云 ふ 詩集な どの 表現 法 を 

くわん こ つだった い 

換骨奪胎 する こと は必 しも 稀で はな か つたら しい。 

たと へば 芭蕉の 俳諧 は その 動詞の 用法に 独特の 技巧 を 

弄して ゐる。 

ひとこ ゑ え ほととぎす 

一 声の 江に 横た ふや 時鳥 

りっし やくじ 

立 石 寺 (前書 略) 

閑 さや 岩に しみ 入る 蟬の声 

鳳 来 寺に 参籠して 



こがらし すぎ ま 

木 枯に岩 吹と がる 杉 間 かな 

是 等の 動詞の 用法 は 海 彼岸の 文学の 字 眼から 学んだ 

ので はないで あらう か？ 字 眼と は 一字の ェの 為に 一 

句 を 穎 異ならし める ものである。 例へば 下に 引用す る 

a< 「参の 一 聯に徴 するがよい。 

孤 燈燃客 夢 寒杵搗 郷愁 

けれども 学んだ と 断言す るの は 勿論 頗る 危険で ある 

芭蕉 はおの づ から 海 彼岸の 詩人と 同じ 表現 法を捉 へた 

かも 知れない。 しかし 下に 挙げる 一 句 もや はり 暗合に 

外なら ないで あらう か？ 

鐘 消えて 花の香 は撞く 夕べ かな 



蕪 村の 海 彼岸 の 文学に 学ぶ 所の 多かった こ と は 前人 

しばしば 

も 屡 云 ひ 及んで ゐる。 が、 芭蕉の はどう 云 ふ もの か、 

余り 考 へる 人もゐ なかった らしい。 (もし 一人で もゐ 

たと すれば、 この 「鐘 消えて」 の 句の ことな ど はとう 

えんぱう てんな かん 

の 昔に 気づいて ゐた 害で ある。) しかし 延宝天 和の 間 

ラウト ヲ ォモフ ヒゲ カゼ 

の 芭蕉 は 誰でも 知って ゐる やうに、 「憶 老杜、 髭風ヲ 

吹テ 暮秋 歎ズル ハ誰ガ 子ゾ」 「夜着 は 重し 舆 天に 雪 を 

見る あらん」 以下、 多数に 海 彼岸の 文学 を飜 案した 作 

品 を 残して ゐる。 いや、 それば かりで はない。 芭蕉 は 

r 虚栗」 (天 和 三年 上梓) の跋の 後に 「芭蕉 洞 桃 青」 と 

署名して ゐる。 「芭蕉 庵 桃 青」 は必 しも 海 彼岸の 文学 



を 聯想せ しめる 雅号で はない。 しかし 「芭蕉 洞 桃 青」 

ギ ヨウ エンキ ミドリ ヲ オビ ヒニ エイ ジテケ ン クレナ ヰ ヲョソ ホフ おもむき 

は 「凝烟 肌 帯緑 映 日瞼粧 紅」 の 詩 中の 趣 を 

具へ てゐ る。 (これ は 勝 峯晉風 氏 も 「芭蕉 俳句 定本」 の 

年譜の 中に 「洞の 一字 を 見落して ならぬ」 と 云って ゐ 

る。) すると 芭蕉 は —— 少く とも 延宝天 和の 間 の 芭蕉 は、 

海 彼岸の 文学に 少なからず 心酔して ゐ たと 云 はな けれ 

ばなら ぬ。 或は 多少の 危険 さへ 冒せば、 談林 風の 

鬼 窟裡に 堕お して ゐた 芭蕉の 天才 を 開眼した もの は、 

海 彼岸の 文学で あると も 云 はれる かも 知れない。 かう 

云 ふ 芭蕉 の 俳諧の 中に、 海 彼岸 の 文学の 痕跡の あるの 

たまたま 

は、 勿論 不思議が るに は 当らない 箬 である。 偶 、 「芭 



も 鋭い 感受性 を 震 はせ てゐ た、 多情なる 元禄び との 作 

品で ある。 「元禄び との」、 II 僕 は敢て 「元禄び との」 

と 言った。 是 等の 作品の 抒情詩 的 甘露 味 はかの 化 政 度 

の 通人な どの 夢寐に も 到り 得る 境地で はない。 彼等 は 

年代 を 数 へれば、 「わが 稚名を 君 はお ぼ ゆや」 と 歌った 

芭蕉と、 僅か 百年 を隔 つるのに 過ぎぬ。 が、 実は 千年 

の 昔に 「常 陸 少女 を 忘れた まふな」 と 歌った 万葉集 中 

の 女人よりも 遙 かに 縁の 遠い 俗人だった ではない か？ 

十三 鬼 趣 



骸骨の 画に 

ぼん ぢゃ うちん 

夕風 や 盆 挑 灯 も 糊ば なれ 

本 間 主馬が 宅に、 骸骨 どもの 笛、 

鼓 を かま へ て 能す る 所 を 画きて、 

壁に 掛けたり (下略) 

すすき 

稲妻 やか ほのと ころが 薄 の 穂 

(大正 十二 年 I 十三 年) 
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